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	応用
	抗原情報
	背景
	AZI2（NAP1）は、NAK（TBK1; MIM 604834）などのIKK関連キナーゼを活性化することにより、NFκB（MIM 164011参照）依存性遺伝子発現の活性化に寄与する（Fujita et al., 2003 [PubMed 14560022]）。[OMIM提供、2008年3月]機能：セリン／スレオニンタンパク質キナーゼTBK1を活性化し、そのオリゴマー化を促進する。TBK1によるNF-κB p65サブユニットRELAのリン酸化を促進する。TBK1誘導性だけでなく、TNF-αまたはPMA誘導性NF-κB活性化も促進する。 TICAM1を介してIFN-βプロモーター活性化に関与する。,サブユニット：IKBKE、TBK1、TICAM1と相互作用する。,組織特異性：広く発現する。膵臓と精巣で豊富な発現が認められる。,
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	AZI2抗体を用いたHepG2細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	Nap1ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

